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1. 本レポートの背景 

1936年、ハンス・セリエがストレスに関する学説を発表して以来、ストレスに関する多くの研究

がなされてきた。生体的なストレス応答のシステムやバイオマーカ等がかなり明らかになってお

り、汗・唾液など体液から、ストレスの生化学的なバイオマーカを検出する方法も研究が進められ

ている。このようにして、ストレスは深刻な身体的・精神的な疾患の原因となることも、一般的に

認識されるに至っている。 

1992年に出版された、米国心理学者ロバート・H・ローゼン著「The Healthy Company」では、

従業員の健康を経営資源として投資することで生産性・企業価値の向上に結び付けるという「健康

経営」という経営手法が提唱された。ここにはメンタルヘルスも含まれる。日本でも2015年、企

業の従業員のメンタルヘルスの増進の対策として、ストレスチェック精度が施行された。このよう

に、企業が従業員の健康管理を行う上で客観的なストレスの計測の重要性が高まっている。 

また、2020年に始まった新型コロナウイルス感染拡大によって医療資源の節約が喫緊の課題とな

ったこと、それ以前から始まっている少子高齢化に伴う医療費の増加により、医療機関に過度に頼

らず健康を自己管理すること（セルフケア）が益々重要視されるようになっている。近年、スマー

トウォッチなどのウェアラブルデバイスの普及が目覚ましい。それらの多くには光センサや加速度

センサが搭載されており、心拍数をはじめとする生体情報の継続的な計測が可能になったことが、

セルフケアを促している。 

ウェアラブルデバイスによって、心拍数等の生体情報から自らのストレス状態をある程度把握する

ことも可能になった。しかし現時点において、生化学的なバイオマーカによるストレス計測、及び

ウェアラブルデバイス等から得られる生体信号によるストレス計測のいずれも、ストレスを客観的

に数値化出来るとは言い難い。 

しかしながら企業による従業員のストレス管理の需要の高まりとウェアラブルデバイスの普及によ

って、ストレスの客観的な数値化を可能とする技術・デバイスへの期待が高まっており、計測技

術・デバイスの開発が進められている。本レポートは、セルフケアとしてストレスを計測するため

のバイオマーカ・生体信号を整理した上で、それらを計測するための技術の研究開発、さらにスト

レスを検知・計測するためのデバイス動向、市場環境、及び市場規模を提示するものである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

FIG. 1 本レポート 背景概要 
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2. Executive Summary 

新型コロナウイルス感染拡大により、リモートワークの急激な普及による「リモートワーク・バー

ンアウト（リモートワークによる燃え尽き症候群）」、労働時間の増加や孤独を感じるなど、従業員

の労働環境の変化やそれに伴うメンタルヘルスが課題となっている。またストレスの原因に関し

て、仕事かプライベートか判断が難しいといった面もあり、ストレスの簡易な予兆検知やマネジメ

ントを行う方法論が、企業のみならず、個人向けにも求められていると言える。 

家庭や職場でストレスを簡易に計測することが可能な手法は、職場においては様々なバイアスがか

かりやすいアンケート形式によるストレス調査を補完、或いは代替する可能性があり、家庭に於い

ては日常的なストレス検知として利用可能なデバイスとして上市され始めている。 

ストレス検出には、唾液、汗、尿などから採取される体液や呼気、皮膚ガスをバイオマーカとする

もの、及び生体信号としての心電（ECG）、脈波（PPG）、皮膚電気活動(EDA)、脳波によるスト

レス検知デバイスなどに関して研究が続けられている。更には、AIの進展により、音声やテキス

ト、顔画像によるストレス度合いの検出が試みられ、商品化が進められている。声だけで、うつ状

態の検知が可能であるとの報告もある。 

唾液によるストレス検知は実用化されているが、急性ストレスの検知のみならず、慢性的なストレ

スや、酸化ストレスにも対応するため、多様なバイオマーカが検討され、皮膚ガスで酸化ストレス

まで検知する研究がされている。高感度においセンサなどが検知デバイスとして期待される。ま

た、尿中の酸化ストレスバイオマーカの検知がナノテクノロジーベースのセンサで検知可能になる

という報告もある。デバイスの多様化、バイオマーカの多様化、AIの活用で、セルフケアのため

のストレス検知デバイスは大きく変わろうとしている。本書では、その最新動向を示している。 

今後は、ウェアラブルデバイスの高性能化による生体信号による方法に市場拡大の優位性があり、

声や顔画像による方法がそれに準ずる。バイオマーカでは後述する慢性ストレスや酸化ストレス検

知が可能になれば、汗や皮膚ガスによるストレス検知などに可能性がでてくるとみられる。 

FIG. 2 各種ストレス計測機器タイプとその位置づけ 
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ストレスの検知としては、良い意味の急性ストレス（人前で話すなど）以外の状況を検知できるこ

とが慢性化を防ぐ様々な対策が可能となる。現状では、急性ストレスの検知は様々な方法で可能で

あり、個人用デバイスによる検知が可能である。 

慢性ストレスに関しては、学術的な検証が容易ではなく十分に検証されているとは言えないが、い

くつかの条件下では効果が見られるバイオマーカが指摘されている。より、疾病に対するリスクが

高い酸化ストレスに関しては、様々なマーカーが提案されているが、小型のセンサで検出する手法

による研究が始まっている。尿中のOHdGや皮膚ガス中の活性酸素の検出などが報告されてい

る。急性/慢性/酸化ストレスに関する、家庭用セルフケアのためのストレス検知デバイスとしての

検出能力を次表に概括した。 

 

Table 1 慢性・酸化ストレスの検出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国企業が実施するウェルネスプログラムでは、アプリやウェアラブルデバイスなどのデジタルツ

ールを用いてストレスや不安などのメンタルヘルスのケアに注力している。しかしこれらの多くの

アプリやウェアラブルデバイスがストレスレベルを示すバイオマーカとしている心拍変動

（HRV）が臨床的見地からストレスレベルを正確に診断出来る証拠はないことが指摘されている

（本レポート11.4参照）。しかしデバイスの性能、ストレス計測の目的に合わせたストレスレベル

の指標を設定し、相対的な計測値の変化を知ることで、企業の従業員のメンタルヘルスの管理や個

人の健康管理に役立てることは可能であり、すでに多くのデバイスが販売されている。但し据え置

き型のストレス検知デバイスもいくつか出ているが、コンシューマ向けではなく、法人向けがほと

んどである。価格は管理費を含むレンタル料として設定されており、個人向けの利用は想定されて

いない。 
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セルフケアのための、生体信号利用とバイオマーカ利用を合わせたストレス検知可能なデバイスの

市場は、2034年に＄62.3Bに達すると予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FIG. 3 ストレス対応計測器 金額市場規模推移 
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～ウェアラブルデバイスの進化、バイオマーカの多様化、AI 活用など～ 
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